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〔背景・ねらい〕 

・日本で一番早い時期に収穫できる“生食用タマネギ”の栽培は、多くを手作業に頼っており、

1,000 ㎡あたり約 220 時間の長時間労働を要している。 

・“生食用タマネギ”は夏の高温期に育苗するため、全自動移植機用セルトレイ苗の生産が難

しい。さらに、畑の表面に保温用フィルムを展張して栽培するため、機械収穫ができない。

・本研究の狙いは、全自動移植機用の苗を、夏期に安定的かつ多量に生産する育苗技術を確立

する。また、保温用フィルムが有っても、支障無く作業できる収穫機を開発する。これらの

機械化技術による育苗から収穫まで一連の省力機械化システムを構築、経営試算し、労力軽

減、労働時間短縮、経営規模拡大を可能にする。 

〔成果の内容・特徴〕 

・全自動移植機用セルトレイ苗の“底面給水育苗装置”を開発した（タマネギでは前例無し）。

夏期の高温下においても良苗率９割以上で安定的かつ多量に苗生産できる（第１図）。 

・保温用フィルムを除去しながら、同時に掘取、コンテナ収容ができる“タマネギ収穫機”を

開発した（世界的に前例無し）。収穫機の動作は、機体前方の巻取ロールで保温用フィルムを

巻取る。同時にタマネギを掘取刃とバーコンベアで掘上げ、コンテナに収容する（第２図）。

・育苗から収穫までの省力機械化システムを経営試算すると、栽培面積 7ha、粗収益 5,200 万

円の大規模経営が成立可能である。これは現状の最大規模経営体の 1.7 倍にあたる。栽培全

体の作業時間は、慣行比約 1/2 に縮減される（1,000 ㎡あたり 130 時間）。 

〔成果の活用・留意点〕 

・底面給水育苗と全自動移植機により、育苗と移植の作業時間は慣行比 1/4 に縮減される。底

面給水育苗装置のコストは、移植面積 1,000 ㎡分で、雨除けハウス込み 26 万円である。 

・機械化収穫体系は、最初に①茎葉切断機（市販化予定）でタマネギの茎葉を 12cm 程度残し

て切除する。次に②収穫機（実証試験中）で掘取り搬出する。最後に③調製機（130 万円）

で残った葉と根を切除する。以上の収穫の作業時間は慣行比 1/10 に縮減される。（第３図）

・今後農機メーカの協力のもと収穫機を市販化し、浜松地区を中心に普及を図っていく。 
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第１図 開発したタマネギの底面給水育苗装置
左図：装置の構造、右図：現地に設置した実証装置（本圃 80a 相当分） 

第２図 タマネギ収穫機の構造と作業状況
（特願 2016-144834） 

①タマネギ茎葉切断機 
茎葉を 12cm 程度残して切断 

2.0 時間／1000 ㎡ 

農機メーカ開発 

（H29 年度末より市販化） 

②タマネギ収穫機 
フィルム除去，掘取，コンテナ収容

4.6 時間／1000 ㎡ 

農林技研・メーカ共同開発 

（実証試験，市販化計画中） 

③タマネギ調製機 
根と葉を自動的に切断 

7.1 時間／1000 ㎡ 

農林技研・メーカ共同開発 

（特願 2015-209599，販売中） 

第３図 生食用タマネギ栽培の機械化収穫体系 
作業時間合計：約 14 時間/1000 ㎡（慣行手作業の 1/10） 

 

Ｃ

POフィルム

給水マット

透水遮根シート

セルトレイ

かん水チューブ

給水
マット
垂らし

遮光トンネル

Ｃ Ｃ

雨どい
（排水用）

遮光資材

剪葉車等
走行レール

Ｃ

POフィルム

給水マット

透水遮根シート

セルトレイ

かん水チューブ

給水
マット
垂らし

遮光トンネル

Ｃ Ｃ

雨どい
（排水用）

遮光資材

剪葉車等
走行レール

バーコンベア

掘取刃

コンテナ収容部

進行方向

分離
土砂

保温用フィルム巻取ロール
（回転力制御機構付き）

茎葉切断済み
タマネギ

パドル

保温用フィルム
巻取ロールバーコンベア上を

搬送されるタマネギ

収容コンテナ

ゴムクローラ

除去した
保温用
フィルム


